
記
紀
萬
葉
の
マ
ヲ
ス
・
マ
ウ
ス
と
源
氏
物
語
の
マ
ウ
ス

田

中

み
ど
り

一

記
紀
萬
葉
の
マ
ヲ
ス
・
マ
ウ
ス

二

落
窪
物
語
の
マ
ウ
ス

三

源
氏
物
語
の
マ
ウ
ス

三
・
一

地
の
文

三
・
二

会
話
文

三
・
三

補
助
動
詞

三
・
四

複
合
動
詞

（
マ
ウ
ス
が
後
項
を
な
す
も
の
）

三
・
五

複
合
動
詞

（
マ
ウ
ス
が
前
項
を
な
す
も
の
）

む
す
び

記
紀
萬
葉
と
源
氏
物
語
の
中
の
、
動
詞
「
申
す
」
の
核
に
は
、

何
ら
か
の
こ
と
を
相
手
に
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
し
て
発
言
す

る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
補
助
動
詞
と
し

て
用
い
ら
れ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
が
つ
く
動
詞
が
理
の
勝
っ
た

行
為
で
あ
る
と
き
で
あ
る
。
ま
た
、
複
合
動
詞
で
、
後
項
が

「
申
す
」
に
な
る
と
き
は
、
理
の
勝
っ
た
行
為
と
「
申
す
」
と

の
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
（
と
き
に
は
、「
申
す
」
の
中
に

「
言
う
」
の
意
味
が
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
）。
複
合
動
詞

で
、
前
項
が
「
申
す
」
で
あ
る
と
き
は
、「
申
す
」
の
「
公
に

願
い
出
る
」・「
報
告
す
る
」
の
意
味
が
表
面
に
出
る
。
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一

記
紀
萬
葉
の
マ
ヲ
ス
・
マ
ウ
ス

時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
の
マ
ヲ
ス
・
マ
ウ
ス
の
項
目
に
は
、

マ
ヲ
ス
【
申
・
白
】（
動
四
）

①
申
し
上
げ
る
。
謙
譲
語
。
言
フ
・
告
グ
の
意
味
。

②
補
助
動
詞
と
し
て
謙
譲
の
意
を
添
え
る
。

マ
ウ
ス
【
申
・
奏
】（
動
四
）

申
し
上
げ
る
。
言
フ
・
告
グ
の
謙
譲
語
↓
ま
を
す
。

と
あ
る
。
が
、
記
紀
萬
葉
の
用
例
を
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
化
が
見
ら
れ
る
。

マ
ヲ
ス
・
マ
ウ
ス
の
用
例
は
、
記
紀
で
は
次
の
例
が
あ
る
。（
記

紀
は
、
小
学
館

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』『
日
本
書

紀
』
に
拠
る
、
以
下
同
じ
）

誰
そ
大
前
に
奏
す
（
麻
袁
須
）

﹇
記
９
６
歌
謡
﹈

誰
か
こ
の
事

大
前
に
奏
す
（
麻
嗚
須
）

﹇
紀
７
５
歌
謡
﹈

山
代
の

筒
木
宮
に

物
申
す
（
母
能
麻
袁
須
）

吾
が
兄
の

君
は

涙
ぐ
ま
し
も

﹇
記
６
２
歌
謡
﹈

山
背
の

筒
城
宮
に

物
申
す
（
茂
能
奔
烏
輸
）

我
が
兄
を

見
れ
ば

涙
ぐ
ま
し
も

﹇
紀
５
５
歌
謡
﹈

記
９
６
歌
謡
・
紀
７
５
歌
謡
の
例
は
「（
天
皇
に
）
申
し
あ
げ
る
」、

記
６
２
歌
謡
・
紀
５
５
歌
謡
の
例
は
「（
皇
后
に
）
物
を
申
し
あ
げ

る
」
の
意
で
あ
る
。

萬
葉
集
（
岩
波

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』
に
拠
る
、

以
下
同
じ
）
に
は
、

動
詞
２
０
例

申
（
未
然
形
４

連
用
形
２
）

奏
（
未
然
形
１

連
用
形
１

已
然
形
１
）

白
（
未
然
形
２

命
令
形
２
）

麻
遠
佐
（
未
然
形
２
）

麻
乎
須
（
終
止
形
１
）

麻
乎
志
（
連
用
形
１
）

麻
宇
之
（
連
用
形
２
）

麻
宇
勢
（
命
令
形
１
）

が
あ
り
、
ま
た
、

マ
ウ
サ
ク

申
さ
く

申
久
１
例

マ
ウ
シ
ハ
ヤ
ス

申
し
は
や
さ
ね

白
賞
尼
２
例

マ
ウ
シ
ワ
カ
ル

申
し
別
れ
て

啓
別
而
１
例

モ
ノ
マ
ウ
ス

も
の
申
す

物
申
１
例

お
よ
び
、

補
助
動
詞

送
り
マ
ヲ
ス

お
く
り
ま
を
し
て
（
意

久
利
摩
遠
志

）
１
例

導
き
マ
ヲ
ス

み
ち
び
き
ま
を
し
（
道

引
麻
遠
志
）
１
例

祈
り
マ
ヲ
ス

い
の
り
ま
を
し
て
（
伊
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能
里
麻
乎
之

）
１
例

が
存
在
す
る
。

動
詞
の
意
味
は
、

政
務
を
執
る
（
２
・
１
９
９
、
５
・
８
９
６
、
５
・
８
７
９
、

１
９
・
４
２
５
６
）

公
に
奏
上
す
る
（
１
８
・
４
０
９
４
、
１
９
・
４
２
５
４
、
１

９
・
４
２
６
４
）

天
皇
に
申
し
あ
げ
る
（
３
・
２
３
７
）

申
請
す
る
（
１
６
・
３
８
５
８
）

親
・
父
母
・
母
に
言
う
（
１
１
・
２
３
６
４
、
１
１
・
２
５
５

７
、
１
５
・
３
６
８
８
・
２
０
・
４
３
７
６
・
２
０
・
４
４

０
９
）

他
者
に
言
う
（
１
０
・
２
３
４
８
、
１
１
・
２
３
５
２
、
１

２
・
３
１
０
２
、
２
０
・
４
３
７
２
）

賤
男
が
言
う
（
１
８
・
４
０
６
１
）

ス
ル
の
意
（
１
６
・
３
８
７
５
）

で
あ
り
、
マ
ウ
サ
ク
・
マ
ウ
シ
ハ
ヤ
ス
・
マ
ウ
シ
ワ
カ
ル
・
モ
ノ
マ

ウ
ス
は
、

マ
ウ
サ
ク
（
１
６
・
３
８
４
０
）
は
「
神
に
願
う
」
意
、

マ
ウ
シ
ハ
ヤ
ス
（
１
６
・
３
８
８
５
）
は
寿
歌
で
あ
る
か
ら
、

「
神
に
願
い
（
誉
め
そ
や
す
）」
意

マ
ウ
シ
ワ
カ
ル
（
１
９
・
４
２
１
１
）
は
「
父
母
に

申
し
別

れ
て
」（
父
母
尓

啓
別
而
）
で
、「（
父
母
に
）
別
れ
を
告

げ
る
」
意

モ
ノ
マ
ウ
ス
（
１
６
・
３
８
５
３
）
は
「
一
言
申
し
あ
げ
る
」

の
意

で
あ
り
、
補
助
動
詞
の
も
の
は
、

○
天
飛
ぶ
や

鳥
に
も
が
も
や

都
ま
で

意
久
利
摩
遠
志

飛
び
帰
る
も
の
（
５
・
８
７
６
）

は
、
都
に
帰
る
大
宰
帥
、
大
伴
旅
人
を
「
お
送
り
し
た
い
」
と
い
う
、

配
下
の
言
、

○
「
諸
の

大
御
神
た
ち

船
舳
に

道
引
麻
遠
志
」（
５
・

８
９
４

山
上
憶
良

好
去
好
来
歌
）

は
、
大
御
神
た
ち
が
遣
唐
使
の
船
を
「
先
導
申
し
て
」
の
意
、

○
「
住
吉
の

あ
が
皇
神
に

幣
奉
り

伊
能
里
麻
乎
之

」

（
２
０
・
４
４
０
８

大
伴
家
持
）

は
、「
神
に
祈
願
す
る
」
の
意
で
あ
る
。

時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
の
よ
う
に
、
マ
ヲ
ス
・
マ
ウ
ス
を
、

「
言
フ
・
告
グ
の
謙
譲
語
」「
補
助
動
詞
と
し
て
謙
譲
の
意
を
添
え

る
」
と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
こ
と
は
可
能
の
よ
う
に
も
見
え
る

が
、
と
り
わ
け
、
好
去
好
来
歌
の
「
大
御
神
た
ち

船
舳
に

道
引

麻
遠
志
」
の
場
合
に
は
、
動
作
主
体
は
「
諸
の

大
御
神
た
ち
」
で

あ
り
、
神
が
人
に
な
す
行
為
に
謙
譲
語
を
用
い
る
の
は
尋
常
で
は
な

い
。
こ
の
歌
は
、
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○
神
代
よ
り

言
ひ
伝
て
来
ら
く

そ
ら
み
つ

大
和
の
国
は

皇
神
の

厳
し
き
国

言
霊
の

幸
は
ふ
国
と

語
り
継
ぎ

言
ひ
継
が
ひ
け
り
…

で
始
ま
り
、

○
海
原
の

辺
に
も
沖
に
も

神
留
ま
り

う
し
は
き
い
ま
す

諸
の

大
御
神
た
ち

船
舳
に

導
き
ま
を
し

天
地
の

大
御
神
た
ち

大
和
の

大
国
御
魂

ひ
さ
か
た
の

天
の

み
空
ゆ

天
翔
り

見
渡
し
た
ま
ひ
…

と
続
く
も
の
で
あ
っ
て
、「
見
渡
し
た
ま
ひ
（
見
渡
多
麻
比
）」
の
よ

う
な
尊
敬
語
と
対
比
さ
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
「
導
き
ま

を
し
」
の
マ
ヲ
ス
に
謙
譲
の
意
味
は
な
い
。
こ
の
場
合
の
受
け
手
の

遣
唐
使
、
多
治
比
真
人
広
成
た
ち
へ
の
敬
意
を
も
っ
て
、
神
の
行
為

を
儀
礼
的
に
陳
べ
た
の
が
、
こ
の
「
導
き
ま
を
し
」
で
あ
る
。

以
上
の
記
紀
萬
葉
の
例
か
ら
見
え
る
、
上
代
の
マ
ヲ
ス
・
マ
ウ
ス

の
意
味
は
、
あ
が
め
る
対
象
の
神
や
天
皇
や
母
や
他
者
な
ど
に
祈
願

す
る
・
奏
上
す
る
・
言
上
す
る
・
も
の
を
言
う
こ
と
で
あ
り
、
補
助

動
詞
の
場
合
は
、
対
者
に
敬
意
を
払
い
、
も
ち
あ
げ
る
働
き
で
あ
る
。

二

落
窪
物
語
の
マ
ウ
ス

日
本
国
語
大
辞
典
の
モ
ウ
ス
の
項
に
、

も
う
す
ま
う
す
【
申
】〘
他
サ
五
（
四
）〙

①
「
言
う
」
の
謙
譲
語
で
、
言
う
対
象
を
敬
う
。
申
し
あ

げ
る
。
言
上
す
る
。
元
来
は
、
自
己
に
対
し
支
配
力
を
持

つ
も
の
へ
、
実
情
を
う
ち
あ
け
て
申
し
あ
げ
る
気
持
が
強

く
、
公
式
に
言
上
す
る
場
合
や
改
ま
っ
て
申
し
あ
げ
る
場

合
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。

②
特
に
、
政
務
に
つ
い
て
奏
上
す
る
。
政
治
を
と
り
行
な

う
。
↓
申
し
給
う
。

③
（
神
仏
や
朝
廷
な
ど
支
配
者
に
）
お
願
い
申
し
あ
げ
る
。

所
望
申
し
あ
げ
る
。

④
そ
の
人
の
名
前
な
ど
を
人
々
が
…
と
申
し
あ
げ
る
。

⑤
「
な
す
」「
す
る
」
の
謙
譲
語
で
、
そ
の
動
作
の
対
象

を
敬
う
。
上
位
者
の
た
め
に
あ
る
動
作
を
し
て
さ
し
あ

げ
る
。
奉
仕
す
る
。
ま
た
、
物
な
ど
を
さ
し
あ
げ
る
。

接
頭
語
「
お
」「
ご
」
な
ど
の
付
い
た
自
己
の
動
作
を

表
わ
す
名
詞
に
付
く
こ
と
も
あ
る
。

⑥
主
と
し
て
、
か
し
こ
ま
り
改
ま
っ
た
気
持
の
対
話
や
消

息
（
勅
撰
集
な
ど
の
詞
書
を
含
む
）
に
用
い
、「
言
う
」

を
へ
り
く
だ
り
、
あ
る
い
は
丁
重
に
表
現
す
る
。
申
し

ま
す
。

⑦

⑥
を
地
の
文
に
用
い
て
、「
言
う
」
の
改
ま
っ
た
表

現
、
堅
い
物
の
言
い
か
た
に
す
る
。

補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
。

①
動
詞
の
連
用
形
に
付
い
て
、
そ
の
動
作
を
奉
仕
す
る
意
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を
添
え
た
り
、
そ
の
動
作
の
対
象
を
敬
う
意
を
添
え
た

り
す
る
。
…
申
し
あ
げ
る
。

②
動
詞
の
連
用
形
に
付
い
て
、
改
ま
っ
た
気
持
で
丁
重
に
、

ま
た
、
堅
苦
し
く
言
う
の
に
用
い
る
。

と
言
う
。

拙
稿
「
敬
語
の
分
類
と

落
窪
物
語
の
待
遇
表
現
」（『
京
都
語

文
』
第
１
６
号

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会

２
０
０
９
年
）
に
、

敬
語
の
分
類
を
述
べ
、
ま
た
、
落
窪
物
語
の
待
遇
表
現
に
つ
い
て
纏

め
た
。
敬
語
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
尊
敬
語
を

為
手
も
ち

あ
げ

と
し
、
謙
譲
語
を

受
手
も
ち
あ
げ

と
し
て
、
敬
語
を

為
手
も
ち
あ
げ
（
尊
敬
・
上
下
関
係
）

受
手
も
ち
あ
げ
（
謙

譲
・
上
下
関
係
）

丁
重

丁
寧

美
化

に
分
か
つ
。

次
に
、
こ
こ
で
落
窪
物
語
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
落
窪
物
語
（
小

学
館

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
落
窪
物
語

堤
中
納
言
物
語
』

に
拠
る
）
に
は
、
出
産
・
裳
着
・
結
婚
・
賀
・
隠
居
・
葬
儀
な
ど
が

描
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
地
券
争
い
や
相
続
争
い
も
描
か
れ
て
お
り
、

権
力
に
ま
つ
わ
る
男
同
士
の
葛
藤
や
応
対
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
、

他
の
王
朝
物
語
に
く
ら
べ
て
、
人
間
関
係
の
幅
に
広
が
り
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、

○
北
の
方
、「
な
ぞ
の
『
御
と
の
ご
も
り
』
ぞ
。
物
言
ひ
知
ら

ず
な
あ
り
そ
。
我
ら
と
ひ
と
つ
口
に
、
な
ぞ
言
ふ
は
。
聞
き

に
く
く
。
あ
な
わ
か
わ
か
の
昼
寝
や
。
し
が
身
の
ほ
ど
知
ら

ぬ
こ
そ
、
い
と
心
憂
け
れ
」
と
て
、
う
ち
あ
ざ
笑
ひ
た
ま
ふ
。

（
落
窪
物
語
一
之
巻

小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
落
窪
物
語

堤
中
納
言
物
語
』
八
十
二
頁
）

に
も
あ
ら
わ
な
よ
う
に
、
敬
語
の
使
い
方
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
な
ど
、
待
遇
表
現
を
考
察
す
る
上
で
意
義
の
あ
る
作
品
で
あ

る
こ
と
に
因
る
。

落
窪
物
語
で
は
マ
ウ
ス
は
、「
も
の
を
言
う
」
の
意
味
の
ほ
か
、

丁
重
の
意
味
の
「
申
シ
（
タ
マ
フ
）」「
聞
コ
エ
申
ス
」

強
い
謙
譲
の
「
マ
ウ
サ
ス
」

「
申
請
す
る
」
意
の
「
マ
ウ
ス
」

「
申
シ
ソ
ソ
ノ
カ
ス
」

な
ど
の
用
例
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
王
朝
物
語
の
一
つ
の
頂
点
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
で

は
、
マ
ウ
ス
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、

源
氏
物
語
の
マ
ウ
ス
を
と
り
あ
げ
る
（
岩
波

新
日
本
古
典
文
学
大

系
『
源
氏
物
語
』
に
拠
る
）。

三

源
氏
物
語
の
マ
ウ
ス

落
窪
物
語
が
女
房
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
源
氏
物
語

も
語
り
手１

）
に
は
女
房
が
想
定
さ
れ
る
。
草
子
地
と
い
う
よ
う
な
、
語

り
手
の
批
評
・
感
想
も
入
り
混
じ
り
、
こ
の
語
り
手
の
位
置
は
重
要
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で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
文
章
を
、
草
子
地
を
含
め
た

地
の
文

と
、
会
話

や
内
話
・
手
紙
な
ど
の

会
話
文

と
に
分
け
て
考
え
る
。

動
詞
は
、
地
の
文
に
１
４
０
例
（
未
然
形
１
３
・
連
用
形
７
３
・

終
止
形
２
９
・
連
体
形
１
３
・
已
然
形
１
２
・
命
令
形
０
）、
会
話

文
に
５
９
例
（
未
然
形
１
６
・
連
用
形
２
７
・
終
止
形
６
・
連
体
形

７
・
已
然
形
１
・
命
令
形
２
）

補
助
動
詞
は
、
地
の
文
２
９
例
（
未
然
形
０
・
連
用
形
２
６
・
終

止
形
２
・
連
体
形
１
・
已
然
形
０
・
命
令
形
０
）、
会
話
文
２
３
例

（
未
然
形
１
０
・
連
用
形
１
１
・
終
止
形
２
・
連
体
形
０
・
已
然
形

０
・
命
令
形
０
）

あ
り
、
複
合
動
詞

（
マ
ウ
ス
が
後
項
を
な
す
も
の
）
に
は
、

祈
り
申
す
６
（
↓
神
仏
）

い
ま
し
め
申
す
１

占
い
申
す
１

恐
れ
申
す
１

お
ど
ろ
き
申
す
１

か
う
が
へ
申
す
１

か
す

め
申
す
１

か
た
ら
ひ
申
す
１

語
り
申
す
４

か
へ
さ
ひ
申

す
５

か
へ
さ
ひ
奏
す
１

返
り
申
し
だ
つ
１
（
お
礼
参
り
の

つ
も
り
で
）

か
ろ
め
申
す
１

勘
へ
申
す
１

勧
め
申
す
１

譏
り
申
す
２

頼
み
申
す
３

告
げ
申
す
１

罪
さ
り
申
す
１

問
ひ
申
す
３

執
り
申
す
９

ま
か
り
申
す
３

名
詞
形返

り
申
し
【
名
】
２
（
お
礼
参
り
）

ま
か
り
申
し
【
名
】
２

御
ま
か
り
申
し
【
名
】
１

複
合
動
詞

（
マ
ウ
ス
が
前
項
を
な
す
も
の
）
に
は
、

申
し
明
ら
む
２

申
し
あ
ら
は
す
１

申
し
出
づ
３

申
し
か

へ
さ
ふ
１

申
し
返
す
１

申
し
知
ら
す
１

申
し
給
は
る
３

申
し
つ
ぐ
２

申
し
伝
ふ
１

申
し
続
く
１

申
し
な
す
３

申
し
渡
る
１

名
詞
形申

し
文
【
名
】
１

の
用
例２

）
が
あ
る
。
複
合
動
詞

に
、「
か
へ
さ
ひ
奏
す
」
を
入
れ
た

の
は
、「
奏
す
」
が
萬
葉
集
で
は
マ
ウ
ス
と
訓
め
る
こ
と
よ
り
、
源

氏
物
語
で
も
、
マ
ウ
ス
と
訓
ん
で
よ
い
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る３

）
。

三
・
一

地
の
文

地
の
文
で
は
、
玉
鬘
巻
で
、
玉
鬘
の
乳
母
が
神
仏
に
お
参
り
し
た

場
面
（『
源
氏
物
語
②
』
三
百
三
十
三
頁
二
行
目
。
こ
れ
を
「
②
玉

鬘
３
３
３

４
」
と
表
記
す
る
。
以
下
同
じ
）、

○
母
君
の
御
行
く
ゑ
（
へ
）
を
知
ら
む
と
、
よ
ろ
づ
の
神
仏
に

申
て
、
夜
昼
泣
き
恋
ひ
て
、
さ
る
べ
き
所

を
尋
ね
き
こ
え

け
れ
ど
、
つ
ゐ
（
ひ
）
に
え
聞
き
出
で
ず
。

﹇
②
玉
鬘
３
３
３

４
﹈

の
「
申
す
」
は
神
仏
に
お
祈
り
申
す
こ
と
、

賢
木
巻
で
、
藤
壷
女

御
が
入
道
す
る
こ
と
を
お
お
や
け
に
し
た
と
こ
ろ
の
、

○
は
て
の
日
、
わ
が
御
事
を
結
願
に
て
、
世
を
背
き
給
よ
し
仏
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に
申
さ
せ
給
に
、
み
な
人

お
ど
ろ
き
給
ぬ
。

﹇
①
賢
木
３
７
６

１
２
﹈

は
、
仏
に
祈
願
す
る
意
、
若
菜
下
巻
の

○
御
戒
の
師
、
忌
む
こ
と
の
す
ぐ
れ
た
る
よ
し
、
仏
に
申
す
に

も
、
あ
は
れ
に
た
う
（
ふ
）
と
き
言
ま
じ
り
て
、
人
わ
る
く

御
か
た
は
ら
に
添
ひ
ゐ
て
、
涙
お
し
の
ご
ひ
給
つ
ゝ
、
仏
を

も
ろ
心
に
念
じ
き
こ
え
給
さ
ま
、
世
に
か
し
こ
く
お
は
す
る

人
も
、
い
と
か
う
御
心
ま
ど
ふ
こ
と
に
当
た
り
て
は
、
え
し

づ
め
た
ま
は
ぬ
わ
ざ
な
り
け
り
。﹇

③
若
菜
下
３
７
５

１
４
﹈

は
、
受
戒
の
功
徳
を
仏
に
申
し
あ
げ
る
こ
と
、
鈴
虫
巻
で
は
、

○
講
師
の
い
と
た
う
（
ふ
）
と
く
事
の
心
を
申
て
、
こ
の
世
に

す
ぐ
れ
給
へ
る
盛
り
を
い
と
ひ
離
れ
給
て
、
長
き
世
ゝ
に
絶

ゆ
ま
じ
き
御
契
り
を
法
花
経
に
結
び
給
ふ
、
た
う
（
ふ
）
と

く
深
き
さ
ま
を
あ
ら
は
し
て
、
た
ゞ
今
の
世
の
、
才
も
す
ぐ

れ
、
ゆ
た
け
き
さ
き
ら
を
、
い
と
ゞ
心
し
て
言
ひ
つ
ゞ
け
た

る
、
い
と
た
う
（
ふ
）
と
け
れ
ば
、
み
な
人
し
ほ
た
れ
給
ふ
。

﹇
④
鈴
虫
７
３

５
﹈

が
あ
り
、
こ
の
法
要
の
趣
旨
を
仏
に
申
す
意
で
「
申
す
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
石
巻
の
、

○
君
は
難
波
の
方
に
渡
り
て
御
祓
へ
し
給
て
、
住
吉
に
も
、
た

い
（
ひ
）
ら
か
に
て
、
色
〳
〵
の
願
果
た
し
申
べ
き
よ
し
、

御
使
し
て
申
さ
せ
給
。

﹇
②
明
石
８
７

１
４
﹈

は
お
礼
参
り
を
す
る
意
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
神
仏
に
祈
願
す
る
」（「
仏
に
申
し
あ
げ
る
」「
お
礼

参
り
を
す
る
」
な
ど
も
含
め
て
）
と
い
う
用
法
は
、
萬
葉
集
に
も
見

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
少
女
巻
に
、

○
津
の
守
は
、「
内
侍
の
す
け
あ
き
た
る
に
」
と
申
さ
せ
た
れ

ば
、
さ
も
や
い
た
は
ら
ま
し
、
と
大
殿
も
お
ぼ
い
た
る
を
、

か
の
人
は
聞
き
給
ひ
て
、
い
と
く
ち
お
（
を
）
し
と
思
ふ
。

﹇
②
少
女
３
１
３

３
﹈

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
に
申
し
出
る
の
意
の
「
申
す
」
で
あ
る
。

次
に
、
夕
顔
巻
の
惟
光
に
つ
い
て
の
描
写
に
、

○
惟
光
に
、「
こ
の
西
な
る
い
ゑ
（
へ
）
は
何
人
の
住
む
ぞ
。

問
ひ
聞
き
た
り
や
」
と
の
た
ま
へ
れ
ば
、
れ
ゐ
（
い
）
の
う

る
さ
き
御
心
と
は
思
へ
ど
も
、
え
さ
は
申
さ
で
、
…

﹇
①
夕
顔
１
０
４

２
﹈

が
あ
る
。
地
の
文
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
貴
人
と
仕
え
る
者
と
の
間

で
は
、
仕
え
る
者
の
言
っ
た
こ
と
ば
は
す
べ
て
マ
ウ
ス
で
表
わ
さ
れ

て
い
る
。
仕
え
る
者
が
貴
人
に
言
う
こ
と
ば
と
は
、
あ
ら
た
ま
っ
た

態
度
で
報
告
な
ど
を
為
す
こ
と
が
、
原
則
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
マ
ウ
ス
は
、
貴
人
と
仕
え
る
者
と
の
上
下
関
係
を
顧
慮
し
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た
表
現
と
な
る
。
今
の
場
合
も
、
源
氏
と
惟
光
と
の
上
下
関
係
を
顧

慮
し
て
の
「
申
す
」
で
あ
る
。

貴
人
と
仕
え
る
者
と
の
間
は
、
こ
れ
で
了
解
で
き
る
が
、
貴
人
の

間
で
の
会
話
や
、
父
が
娘
に
言
う
こ
と
ば
に
も
「
申
す
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
か
。

以
下
に
、
そ
の
例
を
検
討
す
る
。

常
夏
巻
で
、
弁
の
少
将
が
父
の
内
大
臣
に
語
る
こ
と
ば
に
「
申

す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
少
将
の
、「
か
の
西
の
対
に
据
へ
（
ゑ
）
給
へ
る
人
は
、
い

と
こ
と
も
な
き
け
は
ひ
見
ゆ
る
わ
た
り
に
な
む
侍
な
る
。
兵

部
卿
宮
な
ど
、
い
た
う
心
と
ゞ
め
て
、
の
給
ひ
わ
づ
ら
ふ
と

か
。
お
ぼ
ろ
け
に
は
あ
ら
じ
と
な
む
、
人
〴
〵
を
（
お
）
し

は
か
り
は
べ
め
る
。」
と
申
給
へ
ば
、
…﹇

③
常
夏
１
４

６
﹈

発
言
の
内
容
は
、
周
囲
の
状
勢
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

行
幸
巻
で
源
氏
と
内
大
臣
が
語
り
合
う
場
面
で
は
、

○
「
猶
し
ば
し
は
御
心
づ
か
ひ
し
た
ま
う
て
、
世
に
譏
り
な
き

さ
ま
に
も
て
な
さ
せ
た
ま
へ
。
何
ご
と
も
心
や
す
き
ほ
ど
の

人
こ
そ
、
乱
り
が
は
し
う
、
と
も
か
く
も
は
べ
べ
か
め
れ
、

こ
な
た
を
も
そ
な
た
を
も
、
さ
ま
〴
〵
、
人
の
聞
こ
え
な
や

ま
さ
む
、
た
ゞ
な
ら
む
よ
り
は
あ
ぢ
き
な
き
を
、
な
だ
ら
か

に
、
や
う
〳
〵
人
目
を
も
馴
ら
す
な
む
、
よ
き
こ
と
に
は
は

べ
る
べ
き
」
と
申
た
ま
へ
ば
、「
た
ゞ
御
も
て
な
し
に
な
ん

従
ひ
侍
べ
き
、
か
う
ま
で
御
覧
ぜ
ら
れ
、
あ
り
が
た
き
御
は

ぐ
く
み
に
隠
ろ
へ
侍
け
る
も
、
先
の
世
の
契
り
を
（
お
）
ろ

か
な
ら
じ
」
と
申
た
ま
ふ
。

﹇
③
行
幸
８
１

１
５
、
８
１

２
﹈

は
じ
め
の
言
は
源
氏
か
ら
内
大
臣
へ
、
後
の
言
は
内
大
臣
か
ら
源
氏

へ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
友
人
と
し
て
の
会
話
で
あ
る
が
、
玉
鬘

の
裳
着
の
後
で
あ
っ
て
衿
を
た
だ
し
た
会
話
で
も
あ
り
、
お
互
い
に

丁
重
に
応
対
し
て
い
る
。

絵
合
巻
で
は
源
氏
が
弟
の
帥
宮
に
、

○
「
…
絵
か
く
こ
と
の
み
な
む
、
あ
や
し
く
は
か
な
き
も
の
か

ら
、
い
か
に
し
て
か
は
心
ゆ
く
ば
か
り
か
き
て
み
る
べ
き
、

と
思
ふ
お
（
を
）
り
〳
〵
侍
し
を
、
お
ぼ
え
ぬ
山
が
つ
に
な

り
て
、
四
方
の
海
の
深
き
心
を
見
し
に
、
さ
ら
に
思
よ
ら
ぬ

隈
な
く
い
た
ら
れ
に
し
か
ど
、
筆
の
ゆ
く
限
り
あ
り
て
、
心

よ
り
は
こ
と
ゆ
か
ず
な
む
思
ふ
（
う
）
た
ま
へ
ら
れ
し
を
、

つ
い
で
な
く
て
御
覧
ぜ
さ
す
べ
き
な
ら
ね
ば
、
か
う
す
き

〴
〵
し
や
う
な
る
、
後
の
聞
こ
え
や
あ
ら
む
」
と
、
親
王
に

申
給
へ
ば
、
…

﹇
②
絵
合
１
８
２

１
３
﹈

の
よ
う
に
言
う
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
な
く

て
は
、
自
分
の
絵
を
帝
に
御
覧
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
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と
い
う
、
絵
合
わ
せ
を
企
画
し
た
こ
と
の
実
情
を
う
ち
あ
け
る
も
の

で
あ
る
。

椎
本
巻
で
、
薫
が
姫
君
た
ち
に
語
る
、

○
「
こ
と
と
い
へ
ば
、
限
り
な
き
御
心
の
深
さ
に
な
む
。
月
日

の
影
は
、
御
心
も
て
は
れ
〴
〵
し
く
も
て
出
で
さ
せ
給
は
ば

こ
そ
罪
も
は
べ
ら
め
、
行
く
方
も
な
く
、
い
ぶ
せ
う
お
ぼ
え

は
べ
り
。
又
、
お
ぼ
さ
る
ら
む
は
し
〴
〵
を
も
、
明
ら
め
き

こ
え
ま
ほ
し
く
な
む
」
と
申
給
へ
ば
、

﹇
④
椎
本
３
６
０

１
３
﹈

そ
の
内
容
は
、
弁
解
で
あ
る
。

竹
河
巻
で
は
、
玉
鬘
と
夕
霧
の
会
話
が
あ
り
、

○
「
は
か
〴
〵
し
う
後
見
な
き
人
の
ま
じ
ら
ひ
は
、
中
〳
〵
見

ぐ
る
し
き
を
、
と
思
へ
な
む
わ
づ
ら
ふ
」
と
申
給
へ
ば
、

「
内
に
仰
せ
ら
る
ゝ
こ
と
あ
る
や
う
に
う
け
た
ま
は
り
し
を
、

い
づ
方
に
思
ほ
し
定
む
べ
き
事
に
か
。
…
そ
も
〳
〵
女
一
宮

の
女
御
は
ゆ
る
し
き
こ
え
給
や
。
先
〴
〵
の
人
、
さ
や
う
の

憚
り
に
よ
り
、
と
ゞ
こ
ほ
る
事
も
侍
り
か
し
」
と
申
た
ま
へ

ば
、「
女
御
な
ん
、
つ
れ
〴
〵
に
の
ど
か
に
な
り
に
た
る
あ

り
さ
ま
も
、
お
な
じ
心
に
後
見
て
、
慰
め
ま
ほ
し
き
を
、
な

ど
、
か
の
す
ゝ
め
給
に
つ
け
て
、
い
か
ゞ
な
ど
だ
に
思
ひ
給

へ
よ
る
に
な
ん
」
と
聞
こ
え
給
。

﹇
④
竹
河
２
５
７

１
０
、
２
５
８

１
﹈

は
じ
め
の
言
は
玉
鬘
か
ら
夕
霧
へ
、
後
の
言
は
夕
霧
か
ら
玉
鬘
へ
の

も
の
で
あ
る
。
玉
鬘
の
大
君
入
内
の
話
で
あ
る
の
で
、
公
的
な
発
言

で
あ
る
。
最
後
の
玉
鬘
の
言
に
は
「
き
こ
ゆ
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
懸
案
の
主
題
か
ら
ず
れ
て
、
女
御
の
気
持
に
触
れ
た
た
め

で
あ
る
。

少
女
巻
で
は
、
内
大
臣
が
娘
の
雲
居
雁
と
夕
霧
と
を
遠
ざ
け
よ
う

と
す
る
と
こ
ろ
で
、

○
姫
君
は
、
い
と
お
（
を
）
さ
な
げ
な
る
御
さ
ま
に
て
、
よ
ろ

づ
に
申
給
へ
ど
も
、
か
ひ
あ
る
べ
き
に
も
あ
ら
ね
ば
、
う
ち

泣
き
給
て
、
い
か
に
し
て
か
い
た
づ
ら
に
な
り
給
ま
じ
き
わ

ざ
は
す
べ
か
ら
ん
と
、
忍
び
て
さ
る
べ
き
ど
ち
の
給
て
、
大

宮
を
の
み
ぞ
恨
み
き
こ
え
給
。

﹇
②
少
女
２
９
９

８
﹈

の
よ
う
に
、
父
か
ら
娘
に
「
申
す
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

父
の
内
大
臣
が
あ
れ
や
こ
れ
や
と
意
見
を
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

以
上
、
地
の
文
の
「
申
す
」
に
は
、
神
仏
へ
の
祈
願
・
お
礼
参
り
、

神
仏
に
申
し
あ
げ
る
も
の
、
申
し
出
、
上
下
関
係
を
表
わ
す
も
の
、

丁
重
を
表
わ
す
も
の
、
い
か
め
し
さ
を
表
わ
す
も
の
、
公
的
発
言
、

実
情
を
う
ち
あ
け
る
、
な
ど
の
用
例
が
あ
っ
た
。
核
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
何
ら
か
の
こ
と
を
相
手
に
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
、
理

の
言
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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三
・
二

会
話
文

会
話
文
で
は
、

玉
鬘
巻
で
、
豊
後
介
が
母
の
乳
母
に
、

○
「
…
い
ま
都
に
帰
り
て
、
か
く
な
む
御
験
を
得
て
ま
か
り
上

り
た
る
と
、
早
く
申
給
へ
」

﹇
②
玉
鬘
３
４
４

１
１
﹈

と
言
う
の
は
、
神
仏
に
お
礼
申
し
を
す
る
こ
と
。
同
じ
玉
鬘
巻
で
、

三
条
（
夕
顔
の
も
と
の
下
女
）
が
、

○
「
大
悲
者
に
は
、
異
事
も
申
さ
じ
。
あ
が
姫
君
、
大
弐
の
北

の
方
な
ら
ず
は
、
当
国
の
受
領
の
北
の
方
に
な
し
た
て
ま
つ

ら
む
。
三
条
ら
も
随
分
に
栄
へ
（
え
）
て
、
か
へ
り
申
は
仕

う
ま
つ
ら
む
」
と
ひ
た
ひ
に
手
を
当
て
て
念
じ
入
り
て
を
り
。

﹇
②
玉
鬘
３
５
０

１
０
﹈

と
言
う
の
は
、
仏
に
祈
念
す
る
意
。
あ
と
の
「
か
へ
り
申
」
は
お
礼

参
り
の
意
で
あ
る
。

次
に
、
帚
木
巻
で
、
左
馬
頭
が
一
同
に
言
う
、

○
「
…
そ
の
は
じ
め
の
事
、
す
き
〴
〵
し
く
と
も
申
侍
ら
む
」

﹇
①
帚
木
４
５

１
４
﹈

の
よ
う
に
、
話
し
手
自
身
の
動
作
に
つ
い
て
「
申
す
」
を
用
い
る
と

き
に
は
、
謙
譲
（
聞
き
手
も
ち
あ
げ
）
で
あ
る
。

夕
顔
巻
で
随
身
が
源
氏
に
言
う

○
「
か
の
白
く
咲
け
る
を
な
む
夕
顔
と
申
侍
。
…
」

﹇
①
夕
顔
１
０
１

３
﹈

の
場
合
は
、「
言
う
」
を
丁
重
に
言
っ
た
も
の
。

夕
顔
巻
で
惟
光
が
源
氏
に
言
う
、

○
「
仰
せ
ら
れ
し
の
ち
な
ん
隣
の
事
知
り
て
侍
者
呼
び
て
問
は

せ
侍
し
か
ど
、
は
か
〴
〵
し
く
も
申
侍
ら
ず
。
…
」

﹇
①
夕
顔
１
０
６

３
﹈

は
、「
隣
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
」
が
言
っ
た
こ
と
を
、
惟
光
が

「
申
す
」
と
表
現
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
実
情
を
言
う
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
を
惟
光
が
問
題
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の

「
隣
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
」
は
身
分
の
低
い
者
で
あ
る
た
め
、

源
氏
を
も
ち
あ
げ
て
「
申
す
」
と
言
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。

夢
浮
橋
巻
で
僧
都
が
薫
大
将
に
話
す
中
で
、
僧
都
の
母
の
尼
君
か

ら
僧
都
に
言
っ
た
こ
と
ば
を
、「
申
す
」
で
表
わ
す
、

○
「
…
お
な
じ
年
の
程
と
見
ゆ
る
人
の
、
か
く
か
た
ち
う
る
は

し
く
き
よ
ら
な
る
を
見
出
で
た
て
ま
つ
り
て
、
く
は
（
わ
）

ん
を
（
お
）
む
の
給
へ
る
と
よ
ろ
こ
び
思
ひ
て
、
こ
の
人
い

た
づ
ら
に
な
し
た
て
ま
つ
ら
じ
と
ま
ど
ひ
い
ら
れ
て
、
泣
く

〳
〵
い
み
じ
き
こ
と
ど
も
を
申
さ
れ
し
か
ば
、
後
に
な
む
、

坂
本
に
み
づ
か
ら
下
り
侍
り
て
、
護
身
な
ど
仕
ま
つ
り
し
に
、

や
う
〳
〵
生
き
出
で
て
人
と
な
り
給
へ
り
け
れ
ど
、
…
」

﹇
⑤
夢
浮
橋
３
９
５

２
﹈

は
、
母
か
ら
願
い
を
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
身
内
の
言
で
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あ
る
こ
と
か
ら
、
み
づ
か
ら
に
引
き
つ
け
て
謙
譲
の
気
持
で
言
っ
た

も
の４

）
。

帚
木
巻
で
、
藤
式
部
丞
が
、
君
達
に
言
う
こ
と
ば
の
中
に
、
馬
頭

の
こ
と
ば
に
つ
い
て
、

○
「
ま
だ
文
章
の
生
に
侍
し
時
、
か
し
こ
き
女
の
た
め
し
を
な

ん
見
給
へ
し
。
か
の
馬
頭
の
申
給
へ
る
や
う
に
、
公
事
を
も

言
ひ
あ
は
せ
、
私
ざ
ま
の
世
に
住
ま
ふ
べ
き
心
を
（
お
）
き

て
を
思
ひ
め
ぐ
ら
さ
む
方
も
い
た
り
深
く
、
才
の
際
、
な
ま

〳
〵
の
博
士
は
づ
か
し
く
、
す
べ
て
口
あ
か
す
べ
く
な
ん
侍

ら
ざ
り
し
。
…
」

﹇
①
帚
木
５
６

１
３
﹈

「
か
の
馬
頭
の
申
給
へ
る
や
う
に
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か

つ
て
の
文
章
生
ら
し
く
、「
言
う
」
を
い
か
め
し
く
表
現
し
た
も
の

で
も
あ
り
、
君
達
を
も
ち
あ
げ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

浮
舟
巻
で
左
衛
門
大
夫
時
方
が
右
近
に
言
う
こ
と
ば
、

○
「
后
の
宮
よ
り
も
御
使
ま
ゐ
り
て
、
右
の
大
殿
も
む
つ
か
り

き
こ
え
さ
せ
給
て
、
人
に
知
ら
せ
給
は
ぬ
御
あ
り
き
は
、
い

と
か
る
〴
〵
し
く
な
め
げ
な
る
こ
と
も
あ
る
を
、
す
べ
て
内

な
ど
に
聞
こ
し
め
さ
む
こ
と
も
身
の
た
め
な
む
い
と
か
ら
き
、

と
い
み
じ
く
申
さ
せ
給
け
り
。
東
山
に
御
覧
じ
に
と
な
む
人

に
は
物
し
侍
つ
る
」
な
ど
語
り
て
…
﹇
⑤
浮
舟
２
１
１

４
﹈

は
、
明
石
の
中
宮
の
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
中
宮
の
公
的
な
立
場
を
表

わ
し
つ
つ
、
そ
れ
を
受
け
る
匂
宮
を
も
ち
あ
げ
て
「
申
す
」
を
用
い

た
も
の
で
あ
る５

）
。

行
幸
巻
で
、
源
氏
が
大
宮
に
語
る
中
で
、
内
大
臣
に
手
紙
を
さ
し

あ
げ
る
の
を
、

○
「
…
や
が
て
か
ゝ
る
こ
と
な
ん
と
あ
ら
は
し
申
べ
き
や
う
を

思
め
ぐ
ら
し
て
消
息
申
し
し
を
、
御
な
や
み
に
こ
と
つ
け
て
、

も
の
う
げ
に
す
ま
ひ
た
ま
へ
り
し
、
…
」﹇

③
行
幸
６
８

２
﹈

と
言
う
。
内
大
臣
と
は
対
等
で
あ
る
が
、
前
の
「
あ
ら
は
し
申
」
で
、

打
ち
明
け
て
申
し
あ
げ
る
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
「
申
す
」
を
用

い
る
こ
と
で
、
内
大
臣
に
対
し
て
か
し
こ
ま
っ
た
気
持
を
表
わ
し
て

い
る
。

浮
舟
巻
で
、
内
舎
人
が
右
近
に
語
る
こ
と
ば
の
中
で
、

○
「
…
「
た
い
〴
〵
し
き
事
な
り
、
と
の
い
（
ゐ
）
に
候
物
ど

も
は
、
そ
の
案
内
聞
き
た
ら
ん
、
知
ら
で
は
い
か
ゞ
さ
ぶ
ら

ふ
べ
き
」
と
問
は
せ
給
つ
る
に
、「
…
さ
の
ご
と
き
非
常
の

こ
と
の
候
は
む
を
ば
、
い
か
で
か
う
け
給
は
ら
ぬ
や
う
は
侍

ら
ん
」
と
な
ん
申
さ
せ
侍
り
つ
る
。
…
」
と
言
ふ
を
聞
く
に
、

ふ
く
ろ
う
の
鳴
か
ん
よ
り
も
い
と
物
お
そ
ろ
し
。

﹇
⑤
浮
舟
２
４
８

１
﹈

は
、
内
舎
人
が
宿
直
人
に
、
大
将
殿
に
言
わ
せ
た
、
す
な
わ
ち
、
言

上
さ
せ
た
の
意
で
、
上
下
関
係
を
顧
慮
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

浮
舟
巻
の
随
身
と
薫
の
や
り
と
り
、
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○
君
あ
や
し
と
お
ぼ
し
て
、「
そ
の
返
り
事
は
、
い
か
や
う
に

し
て
か
出
だ
し
つ
る
」、「
そ
れ
は
見
た
ま
へ
ず
。
異
方
よ
り

出
だ
し
侍
り
に
け
る
。
下
人
の
申
侍
り
つ
る
は
、
赤
き
色
紙

の
い
と
き
よ
ら
な
る
と
な
む
申
侍
り
つ
る
」
と
聞
こ
ゆ
。

﹇
⑤
浮
舟
２
４
０

３
、
２
４
０

４
﹈

の
中
で
、
下
人
の
報
告
し
た
こ
と
を
「
申
す
」
と
し
て
い
る
も
の
も
、

上
下
関
係
を
顧
慮
し
た
物
言
い
で
あ
る
。

行
幸
巻
で
、
源
氏
が
大
宮
に
話
す
、

○
「
…
尚
侍
、
宮
仕
へ
す
る
人
な
く
て
は
、
か
の
所
の
ま
つ
り

ご
と
し
ど
け
な
く
、
女
官
な
ど
も
、
公
事
を
仕
う
ま
つ
る
に

た
づ
き
な
く
、
こ
と
乱
る
ゝ
や
う
に
な
む
あ
り
け
る
を
、

た
ゞ
い
ま
上
に
さ
ぶ
ら
ふ
古
老
の
す
け
二
人
、
又
さ
る
べ
き

人
〴
〵
、
さ
ま
〴
〵
に
申
さ
す
る
を
、
は
か
〴
〵
し
う
選
は

せ
た
ま
は
む
尋
ね
に
た
ぐ
ふ
べ
き
人
な
む
な
き
。

﹇
③
行
幸
６
７

５
﹈

は
、
申
し
出
で
の
意
。

橋
姫
巻
で
、
弁
が
薫
中
将
に
語
る
こ
と
ば
の
中
で
、

○
「
…
こ
の
ご
ろ
藤
大
納
言
と
申
な
る
御
こ
の
か
み
の
、
右
衛

門
の
督
に
て
隠
れ
給
に
し
は
。
…
」﹇

④
橋
姫
３
１
９

１
２
﹈

や
、
ま
た
、
玉
鬘
巻
で
豊
後
介
が
母
の
乳
母
に
言
う
こ
と
ば
の
中
で
、

○
「
神
仏
こ
そ
は
、
さ
る
べ
き
方
に
も
導
き
し
ら
せ
た
て
ま
つ

り
給
は
め
。
近
き
ほ
ど
に
、
八
幡
と
申
は
、
か
し
こ
に
て
も

ま
い
（
ゐ
）
り
祈
り
申
給
し
松
浦
、
筥
崎
同
じ
社
な
り
。

…
」

﹇
②
玉
鬘
３
４
４

９
﹈

は
、
人
々
が
〜
と
申
し
あ
げ
る
の
意
で
、
藤
大
納
言
や
八
幡
社
を
も

ち
あ
げ
る
こ
と
で
、
敬
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
会
話
文
に
は
、
神
仏
に
祈
願
、
神
仏
に
お
礼
参
り
、
謙
譲
、

丁
重
、
受
け
手
も
ち
あ
げ
、
い
か
め
し
く
表
現
、
公
的
な
立
場
、
か

し
こ
ま
り
、
上
下
関
係
の
顧
慮
、
申
し
出
で
、
人
々
が
〜
と
申
し
あ

げ
る
、
な
ど
の
用
法
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
も
地
の
文
同
様
、
核

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
何
ら
か
の
も
の
を
言
う
と
い
う
、
理
の
こ
と

ば
で
あ
る
。

三
・
三

補
助
動
詞

補
助
動
詞
も
、
動
詞
の
場
合
と
同
じ
よ
う
な
意
味
の
分
化
が
見
ら

れ
る
。

明
石
巻
で
、
源
氏
が
明
石
か
ら
帰
京
し
た
と
こ
ろ
に
、

○
君
は
難
波
の
方
に
渡
り
て
御
祓
へ
し
給
て
、
住
吉
に
も
、
た

い
（
ひ
）
ら
か
に
て
、
色
〳
〵
の
願
果
た
し
申
べ
き
よ
し
、

御
使
し
て
申
さ
せ
給
。

﹇
②
明
石
８
７

１
４
﹈

「
願
果
た
し
申
す
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
願
ほ
ど
き
の
お
礼
を
申
し
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あ
げ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
動
詞
の
「
申
す
」
が
「
祈
願
す

る
」「
お
礼
参
り
す
る
」
の
意
で
あ
っ
た
も
の
と
対
の
も
の
で
あ
る
。

明
石
巻
で
、
明
石
入
道
が
須
磨
に
源
氏
を
迎
え
に
来
た
と
き
、
明

石
入
道
が
源
少
納
言
良
清
に
口
上
を
述
べ
、
良
清
が
そ
れ
を
源
氏
に

伝
え
る
の
に
、

○
良
清
、
忍
や
か
に
伝
へ
申
。

﹇
②
明
石
５
９

２
﹈

と
あ
る
。
こ
れ
は
、「
源
氏
に
お
伝
え
申
し
あ
げ
た
」
の
意
で
、「
申

す
」
は
「
伝
え
る
」
と
い
う
行
為
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

上
下
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

梅
枝
巻
で
、
明
石
姫
君
の
裳
着
の
腰
結
役
に
秋
好
中
宮
を
頼
ん
だ

こ
と
に
つ
い
て
、
兵
部
卿
宮
の
言
に
、

○
「
あ
え
物
も
、
げ
に
か
な
ら
ず
お
ぼ
し
寄
る
べ
き
こ
と
な
り

け
り
」
と
こ
と
は
（
わ
）
り
申
給
。﹇
③
梅
枝
１
５
５

７
﹈

「
こ
と
わ
り
申
す
」（
同
意
申
し
あ
げ
る
）
を
使
っ
て
い
る
。
源
氏

と
仲
の
よ
い
弟
で
あ
る
が
、「
同
意
す
る
」
と
い
う
行
為
に
対
し
て

「
申
す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

澪
標
巻
で
、
源
氏
は
致
仕
大
臣
に
摂
政
を
譲
る
。
そ
の
際
の
致
仕

の
大
臣
の
言
に
「
申
す
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

○
や
が
て
世
の
ま
つ
り
ご
と
を
し
た
ま
ふ
べ
き
な
れ
ど
、「
さ

や
う
の
事
し
げ
き
職
に
は
耐
え
（
へ
）
ず
な
む
」
と
て
、
致

仕
の
お
と
ゞ
、
せ
ふ
正
し
た
ま
ふ
べ
き
よ
し
譲
り
き
こ
え
給

ふ
。「
病
に
よ
り
て
位
を
返
し
た
て
ま
つ
り
て
し
を
、
い
よ

〳
〵
老
の
積
り
添
ひ
て
、
さ
か
し
き
事
侍
ら
じ
」
と
う
け
ひ

き
申
給
は
ず
。

﹇
②
澪
標
９
８

１
５
﹈

こ
れ
は
、
帝
に
対
す
る
か
し
こ
ま
り
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
に
、

○
人
の
国
に
も
事
移
り
世
中
さ
だ
ま
ら
ぬ
お
（
を
）
り
は
深
き

山
に
跡
を
絶
え
た
る
人
だ
に
も
、
お
（
を
）
さ
ま
れ
る
世
に

は
、
白
髪
も
は
ぢ
ず
出
で
仕
へ
け
る
を
こ
そ
、
ま
こ
と
の
聖

に
は
し
け
れ
、
病
に
沈
み
て
返
し
申
給
け
る
位
を
、
世
中
変

は
り
て
ま
た
あ
ら
た
め
給
は
む
に
、
さ
ら
に
咎
あ
る
ま
じ
う
、

公
私
定
め
ら
る
。

﹇
②
澪
標
９
９

２
﹈

と
あ
り
、
こ
の
「
申
す
」
は
、
人
が
公
に
対
し
て
か
し
こ
ま
る
意
で

あ
る
。
一
方
、
薄
雲
巻
に
は
、

○
秋
の
司
召
に
太
政
大
臣
に
な
り
給
べ
き
事
、
う
ち
〳
〵
に
定

め
申
給
つ
ゐ
（
い
）
で
に
な
む
、
み
か
ど
お
ぼ
し
寄
す
る
筋

の
こ
と
漏
ら
し
き
こ
え
給
け
る
を
、
お
と
ゞ
、
い
と
ま
ば
ゆ

く
お
そ
ろ
し
う
お
ぼ
し
て
、
さ
ら
に
あ
る
ま
じ
き
よ
し
を
申

返
し
給
。

﹇
②
薄
雲
２
３
８

７
﹈

「
定
め
申
す
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
帝
が
公
卿
の
詮
議
で
内
定
し
て

お
こ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
公
的
な
こ
と
が
ら
と
し
て
「
申

す
」
が
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
源
氏
の
ほ
う
は
、「
申
返
す
」
こ

と
に
な
る
（
複
合
語
に
つ
い
て
は
、
三
・
五
に
述
べ
る
）。

若
菜
上
巻
に
は
、
太
政
大
臣
が
妻
の
妹
で
あ
る
内
侍
の
か
ん
の
君
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に
息
子
柏
木
の
縁
談
を
頼
む
の
に
、

○
お
ほ
き
お
と
ゞ
も
、
こ
の
衛
門
督
の
、
い
ま
ま
で
ひ
と
り
の

み
あ
り
て
、
御
子
た
ち
な
ら
ず
は
得
じ
と
思
へ
る
を
、
か
ゝ

る
御
定
め
ど
も
出
で
来
た
な
る
を
り
に
、
さ
や
う
に
も
お
も

む
け
た
て
ま
つ
り
て
、
召
し
寄
せ
ら
れ
た
ら
む
時
、
い
か
ば

か
り
我
た
め
に
も
面
目
あ
り
て
う
れ
し
か
ら
む
、
と
お
ぼ
し

の
給
て
、
内
侍
の
か
ん
の
君
に
は
、
か
の
姉
、
北
方
し
て
、

伝
へ
申
給
な
り
け
り
。
よ
ろ
づ
限
り
な
き
言
の
葉
を
尽
く
し

て
奏
せ
さ
せ
、
御
け
し
き
た
ま
は
ら
せ
給
。

﹇
③
若
菜
上
２
２
１

２
﹈

の
よ
う
に
「
申
す
」
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
妻
の
妹
で
は
あ
る

が
、
公
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

夕
霧
巻
で
、
夕
霧
が
御
息
所
か
ら
の
手
紙
を
妻
の
雲
居
雁
に
奪
わ

れ
た
際
、

○
さ
す
が
に
こ
の
文
の
、
け
し
き
な
く
を
こ
つ
り
と
ゞ
む
の
心

に
て
、
あ
ざ
む
き
申
給
へ
ば
、
い
と
に
ほ
ひ
や
か
に
う
ち
笑

ひ
て
、
…

﹇
④
夕
霧
１
１
３

２
﹈

「
あ
ざ
む
き
申
す
」
と
い
う
表
現
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
若
菜
上
巻

で
は
、
薬
師
仏
供
養
を
す
る
紫
上
に
、
大
が
か
り
な
儀
式
を
し
な
い

よ
う
、
源
氏
が
か
た
く
止
め
る
の
で
あ
る
が
、

○
神
無
月
に
、
対
の
上
、
院
の
御
賀
に
、
嵯
峨
野
の
御
堂
に
て
、

薬
師
仏
供
養
じ
た
て
ま
つ
り
給
。
い
か
め
し
き
こ
と
は
、
切

に
諫
め
申
給
へ
ば
、
忍
び
や
か
に
と
お
ぼ
し
を
（
お
）
き
て

た
り
。

﹇
③
若
菜
上
２
６
１

１
１
﹈

こ
こ
に
は
、「
諫
め
申
す
」
と
い
う
表
現
が
で
て
く
る
。
こ
れ
ら
も
、

弁
解
を
し
た
り
諫
め
た
り
と
い
う
、
理
の
か
っ
た
行
動
・
言
動
で
あ

る
の
で
、「
申
す
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
澪
標
巻
で
、
源
氏
が
御
達
に
言
う
こ
と
ば
に
「
親
が

り
申
す
」
の
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

○
さ
ぶ
ら
ふ
人
〳
〵
、
高
き
も
い
や
し
き
も
あ
ま
た
あ
り
。
さ

れ
ど
、
お
と
ゞ
の
、「
御
乳
母
た
ち
だ
に
心
に
ま
か
せ
た
る

事
、
引
き
出
だ
し
仕
う
ま
つ
る
な
」
な
ど
親
が
り
申
給
へ
ば
、

い
と
は
づ
か
し
き
御
さ
ま
に
、「
便
な
き
事
、
聞
こ
し
め
し

つ
け
ら
れ
じ
」
と
言
ひ
思
ひ
つ
ゝ
は
か
な
き
事
の
な
さ
け
も

更
に
つ
く
ら
ず
。

﹇
②
澪
標
１
２
４

７
﹈

こ
れ
は
、「
源
氏
が
前
斎
院
の
親
ぶ
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

前
斎
院
を
も
ち
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。

補
助
動
詞
が
会
話
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
、
玉
鬘
巻
に
、

豊
後
介
が
母
の
乳
母
に
言
う
こ
と
ば
に
、

○
「
神
仏
こ
そ
は
、
さ
る
べ
き
方
に
も
導
き
し
ら
せ
た
て
ま
つ

り
給
は
め
。
近
き
ほ
ど
に
、
八
幡
の
宮
と
申
は
、
か
し
こ
に

て
も
ま
い
（
ゐ
）
り
祈
り
申
給
し
松
浦
、
筥
崎
同
じ
社
な
り
。

か
の
国
を
離
れ
給
と
て
も
、
多
く
の
願
立
て
申
給
き
。
い
ま
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都
に
帰
り
て
、
か
く
な
む
御
験
を
得
て
ま
か
り
上
り
た
る
と
、

早
く
申
給
へ
」

﹇
②
玉
鬘
３
４
４

１
０
﹈

「
願
立
て
申
す
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
仏
に
対
す
る
敬
い
の
気
持

で
あ
る
。

若
菜
上
巻
の
明
石
入
道
か
ら
明
石
君
へ
の
手
紙
で
、

○
「
…
若
君
国
の
母
と
な
り
給
て
、
願
ひ
満
ち
給
は
ん
世
に
、

住
吉
の
御
社
を
は
じ
め
、
果
た
し
申
給
へ
。
…
」

﹇
③
若
菜
上
２
７
７

１
０
﹈

「
果
た
し
申
す
」
は
「
願
ほ
ど
き
を
す
る
」
の
意
。

次
に
、
東
屋
巻
で
、
仲
人
が
常
陸
介
に
語
る
こ
と
ば
の
中
に
、

○
「
…
け
劣
り
て
お
は
し
通
は
ん
事
、
便
な
か
り
ぬ
べ
き
よ
し

を
な
む
、
切
に
譏
り
申
す
人

あ
ま
た
侍
な
れ
ば
、
た
ゞ
今

お
ぼ
し
わ
づ
ら
ひ
て
な
む
、
は
じ
め
よ
り
た
ゞ
き
ら
〴
〵
し

う
、
人
の
後
見
と
頼
み
き
こ
え
ん
に
、
た
へ
給
へ
る
御
お
ぼ

え
を
選
ひ
申
て
聞
こ
え
は
じ
め
申
し
也
、
…
」

﹇
⑤
東
屋
１
３
１

５
﹈

「
選
ひ
申
す
」（
お
見
込
み
申
し
て
）、「
聞
こ
え
は
じ
め
申
す
」（
意

中
を
言
上
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
）
な
ど
、
仲
人
の
謙
譲
表

現
に
な
っ
て
い
る
。

末
摘
花
巻
で
、
源
氏
と
頭
中
将
の
会
話
で
、

○
思
ひ
乱
れ
て
お
は
す
る
に
、
頭
中
将
お
は
し
て
、「
こ
よ
な

き
御
朝
寝
か
な
。
ゆ
へ
（
ゑ
）
あ
ら
む
か
し
と
こ
そ
思
ひ
給

へ
ら
る
れ
」
と
言
へ
ば
、
起
き
上
が
り
給
て
、「
心
や
す
き

ひ
と
り
寝
の
床
に
て
ゆ
る
ひ
に
け
り
や
。
内
よ
り
か
」
と
の

給
へ
ば
、「
し
か
、
ま
か
で
侍
る
ま
ゝ
な
り
。
朱
雀
院
の
行

幸
、
け
ふ
な
む
、
楽
人
、
舞
人
定
め
ら
る
べ
き
よ
し
、
よ
べ

う
け
た
ま
は
り
し
を
、
お
と
ゞ
に
も
伝
へ
申
さ
む
と
て
な
む

ま
か
で
侍
る
。
や
が
て
帰
り
ま
い
（
ゐ
）
り
ぬ
べ
う
侍
る
」

﹇
①
末
摘
花
２
１
９

２
﹈

「
伝
へ
申
す
」
は
、「
伝
え
る
こ
と
」
で
あ
る
た
め
「
申
す
」
を
用

い
た
と
同
時
に
、
頭
中
将
の
父
へ
の
か
し
こ
ま
り
を
表
わ
す
。

藤
袴
巻
で
、
夕
霧
が
内
大
臣
の
言
を
源
氏
に
伝
え
る
と
こ
ろ
で
、

○
「
う
ち
〳
〵
に
も
、
や
む
ご
と
な
き
こ
れ
か
れ
年
ご
ろ
を
経

て
も
の
し
給
へ
ば
、
え
そ
の
筋
の
人
数
に
は
も
の
し
給
は
で
、

捨
て
が
て
ら
に
か
く
譲
り
つ
け
、
お
ほ
ぞ
ふ
（
う
）
の
宮
仕

へ
の
筋
に
領
ぜ
ん
と
お
ぼ
し
を
（
お
）
き
つ
る
、
い
と
か
し

こ
く
か
ど
あ
る
こ
と
な
り
、
と
な
ん
よ
ろ
こ
び
申
さ
れ
け
る

と
、
た
し
か
に
人
の
語
り
申
侍
し
な
り
」

﹇
③
藤
袴
９
７

１
０
﹈

「
よ
ろ
こ
び
申
す
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
玉
鬘
の
宮
仕
え
と

い
う
公
的
な
こ
と
が
ら
に
対
す
る
内
大
臣
の
感
謝
で
あ
る
と
同
時
に
、

夕
霧
の
父
で
あ
る
源
氏
に
対
す
る
か
し
こ
ま
り
で
も
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
東
屋
巻
で
、
仲
人
が
常
陸
介
の
娘
婿
に
少
将
を
薦
め

る
場
面
で
、
少
将
に
重
々
し
い
敬
語
を
用
い
て
い
る
。

○
「
…
た
ゞ
真
心
に
お
ぼ
し
返
み
さ
せ
給
は
ば
、
大
臣
の
位
を

求
め
む
と
お
ぼ
し
願
ひ
て
、
世
に
な
き
宝
物
を
も
尽
く
さ
む

と
し
給
は
ん
に
、
な
き
物
侍
ま
じ
。
当
時
の
み
か
ど
、
し
か

恵
み
申
給
な
れ
ば
、
御
後
見
は
心
も
と
な
か
る
ま
じ
。
…
」

﹇
⑤
東
屋
１
３
４

５
﹈

こ
の
場
合
の
「
恵
み
申
す
」
は
、
少
将
を
も
ち
あ
げ
る
あ
ま
り
仲
人

の
口
が
す
べ
っ
た
も
の
で
、「
み
か
ど
」
が
臣
下
に
恵
み
「
申
す
」

こ
と
は
な
い
。

若
菜
上
巻
に
は
、
夕
霧
が
朱
雀
院
に
、
父
の
源
氏
の
こ
と
を
話
す

場
面
で
、

○
中
納
言
の
君
、「
過
ぎ
侍
に
け
ん
方
は
と
も
か
く
も
思
ふ

（
う
）
た
ま
へ
分
き
が
た
く
は
べ
り
。
年
ま
か
り
入
り
侍
て
、

お
ほ
や
け
に
も
仕
う
ま
つ
り
侍
あ
ひ
だ
、
世
中
の
こ
と
を
見

た
ま
へ
ま
か
り
あ
り
く
程
に
は
、
大
小
の
こ
と
に
つ
け
て
も
、

う
ち
〳
〵
の
さ
る
べ
き
物
語
り
な
ど
の
つ
い
で
に
も
、
い
に

し
へ
の
う
れ
は
し
き
こ
と
あ
り
て
な
ん
な
ど
、
う
ち
か
す
め

申
さ
る
ゝ
お
り
は
侍
ら
ず
な
ん
。「
…
」
と
な
ん
、
お
（
を
）

り
〳
〵
嘆
き
申
給
」
な
ど
奏
し
給
ふ
。

﹇
③
若
菜
上
２
１
０

１
４
﹈

「
う
ち
か
す
め
申
す
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
父
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

話
し
て
い
る
相
手
が
朱
雀
院
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
朱
雀
院
を
も
ち

あ
げ
て
「
申
す
」
を
使
っ
た
の
で
あ
る
こ
と
と
、
ま
た
、
源
氏
の
打

ち
明
け
話
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
申
す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

柏
木
巻
で
も
、
夕
霧
が
柏
木
に
、
父
の
源
氏
が
柏
木
の
病
気
を
残

念
に
思
っ
て
い
る
さ
ま
を
、

○
「
い
か
な
る
御
心
の
鬼
に
か
は
。
さ
ら
に
さ
や
う
な
る
御
け

し
き
も
な
く
、
か
く
を
（
お
）
も
り
給
へ
る
よ
し
を
も
、
聞

き
を
（
お
）
ど
ろ
き
嘆
き
給
こ
と
、
限
り
な
う
こ
そ
く
ち
お

（
を
）
し
が
り
申
給
め
り
し
か
。
…
」﹇
④
柏
木
２
５

５
﹈

「
く
ち
を
し
が
り
申
す
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
夕
霧
が
柏
木

を
も
ち
あ
げ
て
「
申
す
」
と
言
っ
た
の
で
あ
り
、
残
念
が
る
と
い
う

行
為
に
対
し
て
「
申
す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

横
笛
巻
で
は
、
三
宮
が
夕
霧
に
抱
か
れ
て
い
る
の
を
見
た
二
宮
が
、

自
分
も
抱
か
れ
よ
う
と
す
る
の
を
、
三
宮
が
「
わ
た
し
の
大
将
だ
」

と
言
っ
て
争
う
の
に
対
し
て
源
氏
が
、

○
「
い
と
み
だ
り
が
は
し
き
御
有
さ
ま
ど
も
か
な
。
お
ほ
や
け

の
御
近
き
衛
り
を
、
私
の
随
身
に
領
ぜ
む
と
争
ひ
給
よ
。
三

宮
こ
そ
い
と
さ
が
な
く
お
は
す
れ
。
常
に
こ
の
か
み
に
競
ひ

ま
う
し
給
ふ
」

﹇
④
横
笛
６
１

９
﹈

と
諫
め
る
の
だ
が
、
こ
の
「
競
ひ
申
す
」
は
、
二
宮
を
も
ち
あ
げ
た
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も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、「
き
ほ
ふ
」
と
い
う
行
為
に
対
し
て
「
申

す
」
が
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、「
申
す
」
が
補
助
動
詞
と
し
て

使
わ
れ
る
の
は
、「
申
す
」
の
核
の
意
味
で
あ
っ
た
、
何
ら
か
の
こ

と
を
言
う
と
い
う
、
理
の
勝
っ
た
行
為
で
あ
る
時
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

以
下
に
、
源
氏
物
語
で
、
補
助
動
詞
の
使
わ
れ
て
い
る
動
詞
を
掲

げ
る
（
未
然
形
・
連
用
形
・
終
止
形
・
連
体
形
・
已
然
形
・
命
令
形

の
順
で
、
①
か
ら
⑤
の
登
場
順
で
あ
る
）。

〔
地
の
文
〕

う
け
ひ
き
申
す

返
し
申
す

親
が
り
申
す

定
め
申
す

と

り
わ
き
申
す

諫
め
申
す

こ
と
わ
り
申
す

伝
へ
申
す

背

き
申
す

う
け
ひ
き
申
す

い
な
び
申
す

卑
下
し
申
す

強

ひ
申
す

あ
ざ
む
き
申
す

う
ら
み
申
す

心
か
け
申
す

も

ら
し
申
す

そ
そ
の
か
し
申
す

ほ
の
め
か
し
申
す

憚
り
申

す

漏
ら
し
申
す

語
り
つ
づ
け
申
す

願
果
た
し
申
す

い

さ
め
申
す

〔
会
話
文
〕

伝
へ
申
す

あ
む
な
い
し
申
す

あ
ひ
語
ら
ひ
申
す

よ
ろ
こ

び
申
す

う
ち
か
す
め
申
す

う
け
ひ
き
申
す

思
ひ
お
よ
び

申
す

も
よ
ほ
し
申
す

明
ら
め
申
す

詠
み
申
す

願
立
て

申
す

も
よ
ほ
し
申
す

嘆
き
申
す

果
た
し
申
す

く
ち
を

し
が
り
申
す

競
ひ
申
す

は
か
ら
ひ
申
す

選
ひ
申
す

聞

こ
え
は
じ
め
申
す

恵
み
申
す

ゆ
る
し
申
す

あ
ら
は
し
申

す

こ
れ
ら
の
動
詞
を
見
れ
ば
、
補
助
動
詞
「
申
す
」
が
つ
く
の
は
、
理

の
勝
っ
た
行
為
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
で
あ
る
。

三
・
四

複
合
動
詞

（
マ
ウ
ス
が
後
項
を
な
す
も
の
）

マ
ウ
ス
が
後
項
を
な
す
複
合
動
詞
に
は
、

祈
り
申
す
６
（
↓
神
仏
）

い
ま
し
め
申
す
１

占
い
申
す
１

恐
れ
申
す
１

お
ど
ろ
き
申
す
１

か
う
が
へ
申
す
１

か
す

め
申
す
１

か
た
ら
ひ
申
す
１

語
り
申
す
４

か
へ
さ
ひ
申

す
５

か
へ
さ
ひ
奏
す
１

返
り
申
し
だ
つ
１
（
お
礼
参
り
の

つ
も
り
で
）

か
ろ
め
申
す
１

勘
へ
申
す
１

勧
め
申
す
１

譏
り
申
す
２

頼
み
申
す
３

告
げ
申
す
１

罪
さ
り
申
す
１

問
ひ
申
す
３

執
り
申
す
９

ま
か
り
申
す
３

名
詞
形返

り
申
し
【
名
】
２
（
お
礼
参
り
）

ま
か
り
申
し
【
名
】
２

御
ま
か
り
申
し
【
名
】
１

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
補
助
動
詞
が
熟
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

こ
れ
も
、
補
助
動
詞
の
項
で
述
べ
た
、
理
の
勝
っ
た
行
為
と
「
申
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す
」
と
が
む
す
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。

三
・
五

複
合
動
詞

（
マ
ウ
ス
が
前
項
を
な
す
も
の
）

マ
ウ
ス
が
前
項
を
な
す
複
合
動
詞
に
は
、

申
し
明
ら
む
２

申
し
あ
ら
は
す
１

申
し
出
づ
３

申
し
か

へ
さ
ふ
１

申
し
返
す
１

申
し
知
ら
す
１

申
し
給
は
る
３

申
し
つ
ぐ
２

申
し
伝
ふ
１

申
し
続
く
１

申
し
な
す
３

申
し
渡
る
１

名
詞
形申

し
文
【
名
】
１

の
用
例
が
あ
る
。

こ
の
場
合
は
、「
申
す
」
の
公
に
願
い
出
る
、
報
告
す
る
の
意
味

が
表
面
に
出
る
も
の
で
あ
る
。

む
す
び

以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
記
紀
萬
葉
と
源
氏
物
語
の
中
の
、

動
詞
「
申
す
」
の
核
に
は
、
何
ら
か
の
こ
と
を
相
手
に
わ
か
っ
て
も

ら
お
う
と
し
て
発
言
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
が
つ
く
動
詞
が

理
の
勝
っ
た
行
為
で
あ
る
と
き
で
あ
る
。
ま
た
、
複
合
動
詞
で
、
後

項
が
「
申
す
」
に
な
る
と
き
は
、
理
の
勝
っ
た
行
為
と
「
申
す
」
と

の
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
（
と
き
に
は
、「
申
す
」
の
中
に
「
言

う
」
の
意
味
が
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
）。
複
合
動
詞
で
、
前
項

が
「
申
す
」
で
あ
る
と
き
は
、「
申
す
」
の
「
公
に
願
い
出
る
」・

「
報
告
す
る
」
の
意
味
が
表
面
に
出
る
。（

２
０
１
０
・
９
・
３
０
）

注１
）

落
窪
物
語
に
「
書
か
ぬ
は
本
の
ま
ま
な
り
」、
源
氏
物
語
に
「
こ
ま

か
な
る
事
ど
も
あ
れ
ど
、
く
は
し
く
書
か
ず
」
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
藤
井
貞
和
氏
は
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
落
窪
物

語
』
の
解
説
で
、
こ
こ
に
「
語
り
手
」
と
し
た
も
の
も
「
書
き
手
」
で

あ
る
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
が
、「
物
語
文
学
作
品
そ
の
も
の
を
書
く
、

と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
存
在
で
き
る
本
来
的
な
書
き
手
」（
藤
井
氏
）

と
区
別
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
従
来
ど
お
り
「
語
り
手
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。「
書
く
」
と
い
う
行
為
を
す
る
「
語
り
手
」
で
あ
る
。

２
）

岩
波
新
日
本
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』
に
は
、『
源
氏
物
語
索
引
』

が
あ
る
。
こ
の
索
引
で
は
、

こ
の
お
は
し
ま
す
ら
む
女
君
、
筋
こ
と
に
う
け
給
れ
ば
い
と
か
た

じ
け
な
し
。
た
ゞ
な
に
が
し
ら
が
わ
た
く
し
の
君
と
思
申
て
、
頂

に
な
む
さ
ゝ
げ
た
て
ま
つ
る
べ
き
。

﹇
②
玉
鬘
３
３
９

５
﹈

の
「
申
」
を
動
詞
「
マ
ウ
ス
」
の
連
用
形
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
補

助
動
詞
「
マ
ウ
ス
」
の
連
用
形
と
す
る
。
ま
た
、

式
部
卿
宮
も
渡
り
給
て
、
い
と
い
た
く
お
ぼ
し
ほ
れ
た
る
さ
ま
に

て
ぞ
入
り
給
。
人
の
御
消
息
も
え
申
伝
へ
た
ま
は
ず
。

﹇
③
若
菜
下
３
７
４

５
﹈

は
索
引
に
は
な
い
が
、
複
合
動
詞

「
申
し
伝
ふ
」
と
し
て
算
入
し
た
。

３
）

一
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
萬
葉
集
に
は
、「
奏
」
の
字
を
「
ま
う
す
」
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と
訓
む
も
の
３
例
、「
啓
別
而
」
と
書
い
て
「
申
し
別
れ
て
」
と
訓
む

も
の
１
例
が
あ
る
。「
奏
す
」「
啓
す
」
を
中
古
の
文
献
で
は
「
そ
う

す
」「
け
い
す
」
と
訓
む
の
が
な
ら
わ
し
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
ま

う
す
」
と
訓
む
可
能
性
の
あ
る
字
で
あ
る
。

４
）
「
泣
く
〳
〵
い
み
じ
き
こ
と
ど
も
を
申
さ
れ
し
か
ば
、」
の
「
申
さ

れ
」
に
つ
い
て
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
⑤
』
の
注

（
三
百
九
十
五
頁
）
に
は
、

◇
「
れ
」
は
受
身
。

と
あ
る
。
が
、
こ
こ
の
動
作
主
体
は
僧
都
の
母
の
尼
君
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
「
れ
」
は
尊
敬
で
あ
る
。
母
で
あ
る
か
ら
尊
敬
を
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
、
貴
人
の
動
作
に
つ
け
る
タ
マ
フ
と
は
段
階
を
異
に
す
る
。

な
お
、
同
様
の
レ
は
、
⑤
東
屋
巻
１
３
５

１

○
さ
て
、
か
の
北
の
方
に
は
か
く
と
も
の
し
つ
や
、
心
ざ
し
こ
と

に
思
は
じ
め
給
ら
ん
に
、
ひ
き
違
へ
た
ら
む
、
ひ
が
〳
〵
し
く

ね
じ
け
た
る
や
う
に
と
り
な
す
人
も
あ
ら
ん
、
い
さ
や
、
と
お

ぼ
し
た
ゆ
た
ひ
た
る
を
、「
何
か
。
北
の
方
も
、
か
の
姫
君
を

ば
い
と
や
ん
ご
と
な
き
も
の
に
思
ひ
か
し
づ
き
た
て
ま
つ
り
給

な
り
け
り
。
た
ゞ
中
の
こ
の
か
み
に
て
、
年
も
お
と
な
び
給
を
、

心
ぐ
る
し
き
こ
と
に
思
て
、
そ
な
た
に
と
お
も
む
け
て
申
さ
れ

け
る
な
り
け
り
」
と
聞
こ
ゆ
。

で
、
仲
人
が
常
陸
介
に
、
北
の
方
の
行
為
を
言
う
際
に
も
使
わ
れ
て
い

る
。

申
す

申
さ
る

申
し
給
う

が
、
階
層
を
な
し
て
い
る
。

５
）

岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
⑤
』
の
注
（
二
百
十
一

頁
）
は
、「
人
に
」
か
ら
「
い
と
か
ら
き
」
ま
で
を
夕
霧
の
発
言
と
し

て
い
る
。
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
⑥
』
注
（
百

三
十
四
頁
）
は
、「
右
の
大
殿
」
か
ら
「
か
ら
き
」
ま
で
を
、
中
宮
の

使
者
の
口
上
と
し
て
い
る
。「
い
み
じ
く
申
さ
せ
給
け
り
」
の
動
作
主

は
「
后
の
宮
」
で
あ
る
。
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